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■増幅あり／なしの判定例

■判定上の注意
•	不均一性（Heterogeneity）
胃癌ではHER2タンパクと同様に、腫瘍においてHER2遺伝子の不均一性が認められることが多くあります。そのため、
染色結果の観察においては、腫瘍全体を観察することが重要となってきます。同一標本上で不均一性が認められた
場合には、全体を低倍で観察後、増幅の高い部分を選択して、シグナルの計測を行ってください。

増幅なし
シグナル比　1.1

増幅あり（中等度）
シグナル比　3.2

増幅なし
シグナル比　1.3

増幅あり（高度）
シグナル比　10.3
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